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　♦小児がん征圧事業――34団体に♦ ♦海外難民救援事業――20団体へ♦
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　当年度は東京、大阪と合わせ全国で34団体に1545
万円を配分。第28次までの贈呈総額は４億2700万円
となった。配分団体は以下の通り。
【西部管内】
　にこスマ九州▽九大病院小児医療センター親の会
・すまいる▽九州がんセンター小児科親の会・大き
な木▽久留米大病院小児科血液グループ親の会・木
曜会▽北九州市立八幡病院家族会・あおぞら会▽産
業医科大病院小児がん家族会・ひまわりキッズ▽コ
メディカル・クラウン▽たんぽぽハウス▽レモネー
ドスタンドinふくおか実行委員会
【東京・大阪管内】
　がんの子どもを守る会(含むスマートムンストン）
▽難病のこども支援全国ネットワーク▽公益信託日
本白血病研究基金▽ファミリーハウス▽スマイルオ
ブキッズ▽メイク・ア・ウィッシュ　オブ　ジャパ
ン▽そらぷちキッズキャンプ▽小児脳腫瘍の会▽ア
ジア・チャイルドケア・リーグ▽パンダハウスを育
てる会▽ゴールドリボン・ネットワーク▽あいち骨
髄バンクを支援する会▽ぷくぷくばるーん▽京都大
学医学部附属病院小児科ボランティアグループ「に
こにこトマト」▽京都ファミリーハウス▽近畿小児
血液・がん研究会▽しぶたね▽守口ぶどうのいえ▽
日本クリニクラウン協会▽こどものホスピスプロジ
ェクト　ＴＳＵＲＵＭＩこどもホスピス、チャイル
ド・ケモ・サポート基金▽名古屋小児がん基金▽三
重大学病院小児科父母の会・ひだまり▽京都・がん
と生殖医療ネットワーク　　　  34団体　1545万円

  毎日新聞社会事業団が、毎日新聞紙面との連動で 1979
（昭和 54）年から「飢餓・貧困・難民救済キャンペーン」
として始めた海外難民救援事業は、2023 年度で 45 年目
を迎えた。大阪社会部がパレスチナ難民を取材するべく
検討したが、記者の安全面で課題が多く、準備は進める
ものの、年度内のキャンペーン取材は見送った。それで
も、紛争などのため、世界各地で多くの人たちが苦しん
でいることを知った読者から浄財が寄せられた。
　西部社会事業団は、東京、大阪両事業団とともに、国際

シペ「、会協ＲＣＨＮＵ連国や会協フセニユ本日の関機
どなＯＧＮるすとめじはを」ステンナシロ「」会ルーワャ

19 団体に総額 1270 万円を届けた。キャンペーン当初か
らの救援金の総額は 17 億 1988 万 8344 円になった。海
外救援金の配分先は以下の通り。
　【西部管内】
　ペシャワール会▽ロシナンテス▽国連世界食糧計画
WFP協会▽国境なき医師団日本
　【東京・大阪管内】
　国連 UNHCR 協会▽国連世界食糧計画 WFP 協会▽日本
ユニセフ協会▽国境なき医師団日本▽日本国際ボラン
ティアセンター（ＪＶＣ）▽難民を助ける会（AAR Japan）
▽シェア＝国際保健協力市民の会▽AMDA▽シャンティ
国際ボランティア会▽ワールド・ビジョン・ジャパン
▽難民支援協会▽緑のサヘル▽バーンロムサイジャパ
ン▽ネパール震災プリタム実行委員会
▽Piece of Syria▽CLOUDY▽Inna Project
                                 20 団体 1270 万円
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♦障害者福祉事業♦ ♦福祉団体助成事業♦
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　助成・援助の事業件数としては最も多く、
今期は新規1件、継続事業14件で計15件。うち
名義後援のみは４件だった。

　北九州精神障害者福祉会連合会バスハイク
▽第48回「わたぼうし音楽祭」▽「声の点字
毎日」発行▽第91回全国盲学校弁論大会▽第
34回北九州市障害者水泳大会▽九州地区聾学
校体育・文化連盟大会▽高次脳機能障害啓発
研修会の助成▽第42回北九州市障害者ボウリ
ング大会▽第42回「出発を励ます集い」▽中
間市手をつなぐ育成会クリスマス会▽日本ふ
うせんバレーボール協会運営費助成
　◇名義後援事業◇第60回点字毎日文化賞▽
第61回北九州市障害者スポーツ大会▽第42回
肢体不自由児・者の美術展▽第34回全国ふう
せんバレーボール大会

　「80歳からの合唱団北九州」運営費助成
「80 歳からの合唱団北九州」は、①歌うこと
で健康寿命を延ばす②歌うことで生きがい
ができる③歌うことで仲間をつくる④歌う
ことで社会に貢献する（地域のイベントに参
加、福祉施設や病院等を慰問する）⑤合唱仲
間で生きる楽しみをつくる――が目的。
　現在は 120 人が参加、月１回の練習には
100人ほどの団員が参加している。年1回「ウ
ェルとばた」でのコンサートを開き（新型コ
ロナのため２０～２１年は中止）、各区での
クリスマスの催しにも出演して元気な歌声
を響かせている。費用は団員の会費でまかな
っているが、活動を充実させるため、遺贈寄
付（高齢者福祉での利用を希望）から運営費
を助成した。

♦高齢者福祉事業♦

　今期は、前年度と同じ 12
団体に助成金を贈った。いず
れも継続事業で、前年度並み
の助成をした。

　あしなが育英会へ助成▽
福岡、北九州、佐賀、大分の

「いのちの電話」へ助成金▽
「福岡盲ろう者友の会」活動
費助成▽ホームレス支援の
NPO 法人抱樸に助成金▽山
口県共同募金会▽福岡県交
通遺児を支える会▽九州盲
導犬協会▽北九州あゆみの
会▽北九州市障害福祉ボラ
ンティア協会

編集後記　◆能登半島地震で被災した多くの方々を支援するため、当事業団には皆さんから多くの浄財が寄せられていま
す。本当にありがとうございます。◆能登で起きたことは、日本のどこでも起こりうることだと思います。高齢化の進む日本
の課題についても改めて考えさせられました。今期から常務理事となりました。いまも現地の復旧作業は思うように進んで

（。すましたいい願おくしろよぞうど。すまい思といたせ寄をい思に方の者災被、ち持を心関に地災被もらかれこ、ずらお 尾）


